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 ５ 会議に付した案件 
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   審 査 の 結 果         

 

１ 社会基盤整備・防災対策に関する調査について 

 

（１）参考人招致 

インフラメンテナンス・防災対策について 

   参考人  

岐阜大学工学部附属 

インフラマネジメント技術研究センター教授 沢田 和秀 氏 

 

 （２）県庁舎の外構の概要について 
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６ 議 事 録（要点筆記） 

 

○猫田孝委員長 

ただいまから、社会基盤整備・防災対策特別委員会を開会する。本日の委員会は社会基盤整備・防災

対策に関し、協議するため開催したものである。本日は参考人として岐阜大学工学部附属インフラマネ

ジメント技術研究センター教授沢田和秀さんにお越しいただいている。インフラメンテナンス・防災対

策と題し、報告いただく。 

なお、今回の執行部職員の出席については、報告内容及び、議題２について担当する部局を中心に出

席いただいている。それでは、沢田教授報告をお願いする。 

（報告 参考人 沢田和秀氏 説明） 

○猫田孝委員長 

   ただいまの報告に対し、質問はあるか。 

○川上哲也委員 

   現在はどこで水害が起きてもおかしくない時代になっている。「何年に一度の災害」と言われるが、

防災を考えると何年確率の災害を想定して社会基盤を整備するべきか。 

○沢田参考人 

  難しい問題。洪水の話で言うと、川は繋がっているため、どこかを整備し流せるようにすると別の場

所にストレスがかかるため、必ず上から下まで終わるまでは整備は完了しない。現在の河川改修計画で 

完了していない部分の整備を進め、ボトルネックを小さくするのが良いのではないか。 

実績として高知県で起きたような災害が岐阜県で起きたら、さらに地震が起きたらどうなるか、と考

えた時に、何年確率の災害を想定して整備すれば良いのかという基準では、良くない。 

○長屋光征委員 

  色々な災害がある中で、間接被害が少なかった自治体の事例はあるか。東日本大震災で言えば、宮城

県の女川町は復興が早く、間接被害が少なかったと言えるのではないか。 

○沢田参考人 

  阪神・淡路大震災に比べると東日本大震災はレベルの違う揺れであったが、対策などがされている部

分があった所は復興が早かったと思う。どこがと言われると専門ではないため思いつかない。インフラ

の復旧の早さと、人による復旧の早さでは種類が違う。ただ防災的な観点で意識レベルが高いところは

復興が早い。インフラ整備は行政が行うものという考えがあるが、地域住民が動いてなんとかしたとい

う事例も聞いている。 

○高木貴行委員 

  県内で一番安全な地域はどこと考えるか。また全国的にはどこの都道府県が最も安全と考えるか。 

○沢田参考人 

どの都道府県も岐阜県と遜色ないと考える。何がどこで起こっても不思議でないが、人が少ない地域

の方が被害を受ける確率が低いと言える。昔の人はよく知っており、昔からある集落はリスクレベルが

低い。そういう所はほんの１～２ｍ土地が高く、石垣の上に家が建っている。最近流行っているが、昔
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の災害の碑や土地について調査し、さらに現在の土砂災害防止法などと照らし合わせていくと、安全な

地域が探せるのではないか。 

○猫田孝委員長 

  質問等も尽きたようなので、報告については終了する。ここで、しばらく休憩する。 

午前10時45分休憩 

午前10時47分再開 

○猫田孝委員長 

  休憩前に引き続き、委員会を再開する。続いて、議題２の県庁舎の外構の概要について執行部より説

明がある。 

（説明 市橋総務部次長） 

○猫田孝委員長 

 ただいまの説明に対し、質問はあるか。 

○藤墳守委員 

  マンホールトイレとはどういうものか。 

○渡辺県庁舎建設課長 

  下水道の上部にトイレを設置して、直接、下水道へ用を足すものである。災害時等における仮設トイ

レとしての利用を想定している。 

○長屋光征委員 

保水性ブロックとは、どういうものか。 

○渡辺県庁舎建設課長 

舗装部分から水が浸透しやすく、保水性能を持ったブロックである。 

○長屋光征委員 

保水性ブロックは、具体的に、どのあたりに設置するのか。 

○渡辺県庁舎建設課長 

公園内の円形の園路に隣接した部分、公園南、西側の外縁部に設置する予定である。 

○所竜也委員 

散歩をされている方や、小さなお子さん連れの方などが休息できる、ベンチや東屋のようなものを設

置する予定はあるのか。 

○渡辺県庁舎建設課長 

  今後、そのようなご意見も踏まえ、設置すべきものは設置していきたいと考えている。 

○野島征夫副委員長 

岐阜アリーナは将来的にどうしていく予定か。 

○渡辺県庁舎建設課長 

現時点で具体的な方向性があるわけではないが、耐震改修を終えたところであり、そうした点も含め

て将来的に検討することになると思われる。 

○猫田孝委員長 
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質問等も尽きたようなので、議題２について終了する。以上で本日の議題は終了したが、この際、他

に意見等あるか。 

（「なし」の声あり） 

○猫田孝委員長 

   意見もないようなので、これをもって、本日の委員会を閉会する。 
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